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事業所の写真、従業員の集合写真、製品（商品）等の写真を

入れるとよい。



目　　　　次

ごあいさつ

環境経営方針

組織の概要

事業・製品の紹介

環境経営組織図及び役割・責任・権限表

主な環境負荷の実績

環境経営目標及びその実績

環境経営計画の取組結果とその評価

緊急事態対応訓練

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

代表者による全体の評価と見直し・指示

4

5

6

ページ

3

3

4

10

SDGsへの取組として八尾市環境美化・参加

6

7

項　　　　目

9

10

2019.4　認証取得

2 / 10 ページ



□ごあいさつ

　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制を遵守します。

２ ．省エネルギー活動へ真剣に向合い二酸化炭素排出量の削減に従業員全員で取組みます。

３ ．廃棄ロスをなくす等廃棄物の発生抑制に努めます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

5 ．環境保全に配慮した安心で安全な包装商品を効率よくお客様にお届けします。

6 ．社会人としての自覚と責任を持ち必要とされる人間を育てる会社にします。

7 ．製造業者としての社会的責任を持ち地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

代表取締役社長 尾崎　育子

2020年8月31日

【経営理念】
ミューパック・オザキの従業員一同は“真心をもってお客様に接し、お客様の喜びを私
たちの喜びとし、信頼される企業として社会に貢献”致します。
ミューパック・オザキの従業員一同は“自らの可能性に挑戦し未来へ向けて限りなく発
展進化していくことによって、生きがいと夢の実現”を目指します。

1980年の創業以来、弊社は真心をもってお客様に接し、お客様の喜びを私たちの喜びとし、信頼さ
れる企業として社会に貢献して参りました。
本業である樹脂製袋の生産を通じて、自らの可能性に挑戦し未来へ向けて限りなく発展進化してい
くことによって生きがいと夢の実現を目指し、いち地球人として地球温暖化問題への関心を高め、
地域の環境活動に自主的且つ積極的に取り組みます。
安全で安心していただける商品を「効率よく」「無駄なく」「タイムリー」にお客様に提供するこ
とが当社の一番の環境対策と考えて、従業員一丸となって継続的に環境活動に取り組んでまいりま
す。

2018年9月13日

改定日：

環境経営方針

制定日：代表者の写真

をいれるとよい
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

株式会社ミューパック・オザキ
代表取締役社長　尾崎　育子

（２） 所在地
本社・工場 大阪府八尾市南木の本5丁目2番地
第2工場 大阪府八尾市南木の本１丁目89-2

　 　
0 　

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 伴ノ内工場長 　 TEL：072-991-1505
事務局 竹村チーフマネージャー　 TEL：072-991-1505

（４） 事業内容
樹脂フイルムの製袋に係わる企画・開発及び製造販売

（５） 事業の規模
売上高 （39期実績） 百万

従業員　　　　　　 名 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 7 月 21 日 ～ 7 月 20 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社ミューパック・オザキ
対象事業所： 本社・工場

第2工場

　
対象外：　無なし 0 　
活動： 樹脂フイルムの製袋に係わる企画・開発及び製造販売

□事業や製品の紹介

【京都ギフトショーにてエコ・クラフト袋を発表する】

第2工場
11
328

460

2018年9月13日

529 857

本社・工場 合計
3928

39期　2021年

【事業への取組姿勢】
1980年に起業、1983年に法人設立後39期目を迎えることができました。
2020年の3月以降コロナ禍と言う全世界が直面した未曾有の事態を、どうにか乗り越えましたが一息つ
く間もなく環境問題としての脱プラによる「新しい樹脂フイルム」の活用の時代が押し寄せていま
す。
当社は樹脂パッケージの製袋に係わる全てを企画・開発する事でお取引様、エンドユーザー様のご要
望に応じた高品質で使い易い商品を製造して参りましたが、次世代へ引継ぐパッケージ商材を開発し
なければこれからも生き残れません。
大手メーカー様は環境に配慮した製品やエシカル消費の取り込みへ舵をとっており、高い技術と開発
力に加え環境経営方針を具現化した企業との取引を望み、選択される企業への変貌は不可避でありま
す。当社も全社員と力を合わせ新しい時代への変化を成し遂げこれからの40年間を目指して参りま
す。
【当社開発品であるセンタースライダーが大阪製ブランドの認定受賞する。】
2021年11月には当社メイン開発品であるセンタースライダーポーチがグッドデザイン賞(2019年度)に
次いで大阪製ブランド商品に認定されました。
【受賞評価】
今までに無かったパッケージの構造であり独創的アイデアと将来的産業性が認められました。
【環境経営取組の紹介】
40期より、SDGs活動へも具体的目標をつくり実践する準備を始めております。
又、従業員全体で健康経営への取組も開始する為に認定を取得致しましたので全社一丸となり新しい
企業価値を創造し共有して参ります。

【2022.3京都ギフトショー出展し高いご評
価を頂きました】
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者

　

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境活動実績の確認・評価
・環境経営計画の審議

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの承認

品質維持の為、一つ一つの製品に厳しい目が光ります。

・環境経営レポートの確認

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

役割・責任・権限

環境事務局

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し
・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

　

2020年7月21日

竹村 C・M

伴ノ内　工場長

社長　尾崎育子

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

代表者（社長）
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境経営に関する統括責任

部門責任者

環境管理 責任者

環境事務局

部門責任者

・代表者による全体の評価と見直し、指示

環境管理責任者

・環境活動の実績集計

・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境管理責任者の補佐、部門責任者の事務局

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
部門責任者

・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門における環境経営方針の周知

全従業員

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

営業部

河野部長

業務部

高城課長

平谷課長

技術エキスパート

伴ノ内

工 場 長
商品検査部

伴ノ内工場長
営業部

土谷課長
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□主な環境負荷の実績
単位
kg-CO2

㎏
㎏
㎥

kg-CO2/kWh

□環境経営目標及びその実績

〇

×

✕

〇

〇

✕

〇

※　化学物質は使用していないので、目標設定していません。

116,875 114,537 104,435 113,369

97%

98% 0.98

67,914

0.199

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目 （41期目標）

97%

売上原単位 ㎏-CO2/千円 0.205 0.201

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2
基準年度比

127,732

廃棄プラの削減

98%

kg

100%

157 139 150

95% 95%

123,900 123,791

147

505 383

0.227

96%

0.199

10,531

100% 97%

評
価

0.95

69,475 67,914

93%

65,835

（40期目標）
2023年

（基準値) （目標）

69,300

88%

2022年2020年 2021年
（39期実績）

113,369

10,423

環境に配慮した生産活動
商品創り

(オフィス用品G購入率）
グリーン購入の推進

行動目標（次項による）

428

85%

㎥ 450

95%

428383

95%97%

437

行動目標（次項による）

基準年度比
水使用量の削減

75,950 62,306

廃棄物排出量

　産業廃棄物排出量

40,900

　一般廃棄物排出量 杉の木2900本
分相当を削減し

ました。

89%

178 168 139

156,237

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 10,857 10,640 10,901

一般廃棄物の削減
㎏ 158

基準年度比

基準年度比

125,177 115,337

項　目 2020年 2021年 前年比削減量

二酸化炭素総排出量 115,337

69,475

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2

　水使用量 631

基準年度比 98%

2019年
158,394

CO2排出係数 0.493

電力会社 関西電力
採用年度 2016年度

0.493 0.450

関西電力 エネット

2016年度 2018年度
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□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄   工場内空調機を最新型へ更新

2020年

2021年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄  アイドリング自動制御の社有車の採用

2020年

2021年

2月1月12月

①コロナ禍影響により、化粧品、ノベルティ、集客グッズ関連のパッ
ケージ受注は減産や延期となり受注は前年比80％と低調推移した事
で設備稼働減少、電力消費は減少したもの。
②水冷空調を1基をエアコンへ更新する事で電力消費量は減少効果得
られる。
【総体的評価】コロナ禍による売り上げ減少がCO2排出量削減の大き
な要因の為、判定は難しい。来期以降も経済環境は不透明であり生産
性向上への取組を粘り強く続けることでCO2削減に注力したい。

○

16,069 17,650 15,056

29,821 16,951

取組結果とその評価、次年度の取組内容

5月 6月 7月

○

1月 2月 3月 4月

○

社内クラスター等の感染防止対応として公共交通利用の社員送迎を社
有車にて実施する事で燃料使用量増加する。

249 405

達成状況

✕

11月 12月

390372 340359 405

14,595 22,57516,708

3月

18,404 19,370 17,697 17,805

4月10月

15,636

○

18,507

349341
389 288 388 461508

○

○

242

・車両月報作成により走行値を確認、削減

444 482 497 389 359

数値目標 〇

20,814 26,980

　

△

達成状況

・空調温度の場内均一化・終業時・不要時の管理

取組結果とその評価、次年度の取組内容

20,639 30,587

・朝一の稼働電源の時間差始動

28,255 25,872

6月5月

・工場内“見える化”→作業状況の把握による効率化

7月

【工場】

18,507

【全社】　感染防止社内ルールの厳守徹底

8月

26,328 24,285

477 509 313 447

数値目標
・計画的な営業訪問により不要走行を抑制

・感染防止対応として社員送迎実施2020/8

8月 9月 10月

15,382

11月9月

0

20,000

40,000

8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

電力（kWh）

2020年 2021年

0

200

400

600

8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

ガソリン（L)
2020年 2021年
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一般廃棄物の削減

取組紹介欄　　

2020年

2021年

廃棄プラの削減

取組紹介欄　　　　　　　製袋機稼働調整

2020年

2021年

水使用量の削減

取組紹介欄　　　　

2020年

2021年

取組結果とその評価、次年度の取組内容

1311 10

3月 4月 7月

13 12

5,600
6月 7月
5,600 5,600

1月 2月
5,600

4月

11
13

5月
13

6,300 5,600

11
1212

2月 6月1月
15 15 13

0 0

○
○・エコ商材（紙リサイクル）・リユース・

7月10月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

1月 2月 3月 4月12月

○
〇

55114 0 111
0

0
50 0
55 0 52 0

46 0 40 0
00

117 0 78 0 52

4,550 2,8005,6005,600 5,600 6,1256,300

数値目標 ✕ ・場内整理の為不要フイルムの廃棄により増加しており、発注主への
返却等を粘り強く継続する。
・ロス早期発見の為内部検査にて品質点検を実施、組織ルールとして
は定着化するが廃棄量は3％程度増加する。

【作業ミスによる廃棄量の徹底的な削減対
応】

　
・営業部、工場との情報共有・工程の事前 ○
・製造優先順位の効率的構成。 △

工場：伴ノ内工場長・平谷課長 ○
営業：髙城課長・土谷課長 ○

3月 5月
6,300

感染予防の観点により、手洗い等を推奨しており、水栓の注意喚起を
継続する。

達成状況

11月 5月8月 9月

0

6月

・水冷クーリングタワーの水漏れ定期的管 　

数値目標
・節水シールの貼り付けとポスター掲示

0

・コピー用紙のリサイクル紙利用・裏紙再

達成状況

9月
12

達成状況

12 11 12 13 10
13

63

・リサイクル紙購入、裏紙利用は代表者が率先する事で意識的に全社
員へ利用定着している。
・紙Rマーク利用のクラフトパッケージ開発取組み。

12 13

8,400

手洗いの励行による水栓の取扱いに注意喚起する。

取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標 〇

13
11月 12月10月8月

8月

※総紙量の51％以上のクラフトパッケー
ジの開発

9月 10月 11月 12月

8,400 5,600 5,600 5,600 7,700
5,600 5,600 5,600 3,500

0

50

100

150

8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

水道水（㎥）
2020年 2021年

0

5

10

15

20

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

一般廃棄物（kg）

2020年 2021年

0

5,000

10,000

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

産業廃棄物（kg）
2020年 2021年
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環境に配慮した生産活動 商品創り

取組紹介欄

当社の開発品である“ミュースライダー・センタースライダー”
環境配慮型のPOMハイグレードへ変更する。

□緊急事態への備え

・事業継続強化計画の認定を受ける。2022.3.4

□感染症予防対策

・ペダル式消毒台設置
・パーテーションの設置

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 地震の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： □通報訓練　□消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子
実施後の意見交換で避難の妨げになる状況を協議、改善する。

プラフィルム量を50％以上削減したクラフトパッケージ製作も実現、市
場販売にも着手OEM化も推進取組んでいる。

○・クールチョイスへの賛同
・シンナーを全廃した工場施設にて製造効

○

○
・環境に優しい材質の使用 ○
・異物混入防止・検品精度UPへの取組

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

日頃作業している工場内での訓練実施であり、避難場所、避難通路の確認ができた。
定期的に実施することで緊急時の行動を身につける様にしていきたい。
※構内整理により避難通路確保の為の行動課題を具体的にする事で危機意識を共有し3S実施する。

2021年11月12日 本社事務所・本社工場・第２工場

　地震を想定した避難訓練の実施

出勤者全員　40名
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□健康経営への取組

2022.3.9　健康経営優良法人(2022)として認定を受ける。来期より活動開始する。

□地域社会の課題解決に向けて

・八尾をきれいにする運動推進委員として植樹や清掃活動に取組む。

・みせるばやお”への活動へ協賛
1.子供たちがつどい学べる場。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2.八尾の企業が集まり新しい産業を生み出す。
3.市と中小企業・市民が一体となり賑わいのあるまちづくりをめざす。

□　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

収集運搬業、中間処理業、産業廃棄物（廃プラ）
一般廃棄物及び産業廃棄物の保管・排出
空気圧縮機の設置
空気圧縮機の設置
業務用空調機の設置
環境管理、品質管理　

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

□代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日：

環境経営方針 ■ 変更なし □ 変更あり 　 　

環境経営目標・計画 ■ 変更なし □ 変更あり 実績を踏まえて見直す

実施体制 ■ 変更なし □ 変更あり

□編集後記

EA21環境改善活動に取組み、4期目が終わりました。コロナ禍の長期化により受注の変動も大きく売上も影響を受けています。
今まで以上に労働管理と生産性には細心の注意を図り設備稼働の効率化に、より一層強化して取組んで参ります。
CO2排出量については受注減退に伴い減少傾向となりましたが、今後は電力料金の上昇も予測され、市況も回復するに伴い生
産性向上への取組には粘り強く改善指導して参ります。

2022年8月31日

八尾市大松市長から表彰

第4期目を終えてコロナ禍も終息の兆しも見える中で改めて世界規模でのゼロ・カーボン、SDGs活動へ厳し
い目が向けられています。
コロナ禍や紛争による事業停滞もありますが、現在の自社にできる事を考え実践計画を立て取り組みます。

適用される法規制
廃棄物処理法
廃棄物処理法
騒音規制法
振動規制法

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

フロン排出抑制法
顧客要求事項
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